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平成２９年度を迎えて
　新緑の色増す季節、先の定期総会において会長に選任され、37年の歴史の重さ

と、758名の会員の組織運営を思うと、職務の重大さと責任を痛感しております。

　OB会の状況がまだ十分把握できておりませんが、役員全員と力を合わせ、また

良き伝統を築かれた諸先輩の協力を頂き、誠心誠意一汗も二汗も掻きながら努め

てまいります。昨年の総合福祉センター移転、今年からの「シニア大学院ＯＢ会」

への名称変更に伴い、事業方針として「老後の健康増進と明るく・楽しい・生き

甲斐づくり」を改めて感じ実行することに致しました。
　　伊藤泰彦（６班38期）　事業重点目標は、各担当所管の責任、権限、行動において、自主的、能動的に

行動する。 (以下は３頁へつづく)

　平成29年度OB会役員紹介

会　長 副会長 顧　問 顧　問 総務部長 総務副部長 会計部長 会計副部長

伊藤泰彦 加藤睦治 宮崎　淳 天畠重博 安岡志之夫 坂村龍二 辻　茂樹 栗原明美

6班38期 7班39期 1班34期 7班36期 5班38期 8班39期 6班38期 5班39期

監　事 監　事

森元和行 原田正明

7班38期 8班39期

　平成29年度の開講式、定期総
会が開催されました

　　　OB会 会　長

５月10日（水）県民文化ホールで平
成２９年度の開講式が開催されまし
た。引き続き、平塩清種氏の「想い
は言葉」と題して第一回目の講座が
ありました。その後、平成29年度の
活動方針等を決定する定期総会が開
催され、新役員、事業方針が決議さ
れいよいよ新しい活動が始まりま
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発行責任者

OB会会長

伊藤泰彦

第一回講座「想いは言葉」人生で言葉がいかに大

切か、具体例で説得力ある話でした。奥さんを名

前で「さん」付けで呼びましょう。喧嘩がへり、

食事もよくなる。言葉は心から出てくる。夫婦の

仲が良かったといえることが一番の幸せ。あまり

平塩清種
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◇　部長 □　副部長

芸

能

部

学

習

部

◇住谷利之 □金本保彦 小林昭夫 胤森久子 ◇平松治代 □尾﨑尚忠

 6班38期 6班39期 7班38期 6班39期 8班38期 6班39期

研

修

部

矢田孝次 白井貞夫 岡本嘉行 宮田和彦 山廣隆男　 細木復恵 中本厚生 

6班38期 5班38期 7班38期 5班39期 6班39期 7班39期 8班39期

◇米山正春 □貞廣導宏 片島　勲 奥田智江 山根俊恵 下垣嘉子 井出元 巧 平本京子

6班38期 6班39期 7班38期 8班38期 5班38期 5班39期 6班39期 7班39期

文

化

部

竹本完子 ◇栗原寿男 □吉岡晃治 吉村賢治 中原洋子 東　千穂子 下川澄子

8班39期 5班38期 5班39期 7班38期 7班38期 8班38期 5班39期

班

 

長

渡辺博之 天野美恵子 千村　　清 佐々木浩二 吉岡美枝子 古太刀　勲 田坂善治郎

6班39期 8班39期 6班38期 1班34期 2班34期 3班34期 4班34期

荒木紀雄 佐々木保江 村上数枝 中田和子

5班38期 6班38期 7班38期 8班38期

皆様のご支援・ご協力をいただき

明るく(A)、楽しく(T)、前向きに(M)

OB会活動を進めてまいります。
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(

会
長
挨
拶
・
・
一
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く) 

ま
た
、
新
名
称
に
伴
い
大
学
・
大
学
院
自

治
会
と
の
「
シ
ニ
ア
大
学
グ
ル
ー
プ
」
と
し

て
の
行
動
を
密
に
す
る
と
共
に
、
市
社
協
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
及
び
他
団
体
と

連
携
し
て
、
活
動
の
輪
を
拡
げ
Ｐ
Ｒ
し
て
ま

い
り
ま
す
。 

平
均
寿
命
は
約
87

歳
（
広
島
県
は
女
性

で
ベ
ス
ト
６
位
）
、
平
均
健
康
寿
命
は
約

74

歳
（
広
島
県
は
女
性
で
72

歳
ワ
ー
ス

ト
２
位
）
で
す
。
健
康
に
は
運
動
と
食
生
活
、

会
話
を
弾
ま
せ
、
明
る
く
楽
し
く
、
意
欲
を

持
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。 

 

当
OB

会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
要
素
を
も

っ
た
事
業
活
動
、
班
活
動
、
サ
ー
ク
ル
活
動

が
あ
り
ま
す
の
で
、
積
極
的
、
継
続
的
に
参

加
し
て
頂
き
、
一
人
で
も
多
く
長
寿
表
彰
者

が
増
え
る
よ
う
健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま
し

ょ
う
。 

 

「
も
う
こ
の
年
で
・
・
」
と
か
「
今
更
」

と
言
わ
な
い
で
、
生
き
が
い
を
見
つ
け
る
た

め
「
前
に
向
い
て
」
進
み
ま
し
ょ
う
。
そ
れ

に
は
、
金
銭
自
動
預
け
払
い
機
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
明
る
く
（
Ａ
）・
楽
し
く
（
Ｔ
）・

前
へ
向
い
て
（
Ｍ
）
臨
み
、
有
意
義
な
学
園

生
活
で
あ
っ
た
と
言
え
る
一
年
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

今
ま
で
以
上
に
ご
意
見
、
ご
要
望
な
ど
を
お

聞
か
せ
頂
き
、
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

本
年
度
の
活
動
方
針 

  

前
役
員
の
ご
尽
力
に
よ
り
新
し
い
活
動

拠
点
へ
の
移
転
と
校
名
変
更
に
伴
う
対
応

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
に
あ
た
り
活
動

の
重
点
に
つ
い
て
各
部
長
か
ら
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。 

 
司
会 

そ
れ
で
は
各
部
の
方
針
に
つ
い
て

お
願
い
し
ま
す
。 

◇
安
岡
総
務
部
長 

新
学
舎
に
も
慣
れ
て
、
落
ち
着
き
が
出
て

来
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
各
部
、
各
班
を
始

め
、
サ
ー
ク
ル
や
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
尊
重
し
な
が
ら
、
円
滑
な
OB

会
の
運
営

に
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

具
体
的
に
は
、
班
活
動
の
促
進
と
サ
ポ
ー

ト
。
懇
親
会
へ
の
積
極
参
加
の
呼
び
か
け
。

学
習
部
と
連
携
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

◇
辻
会
計
部
長 

今
年
度
は
各
部
及
び
班
の
権
限
と
行
動

の
範
囲
を
明
確
に
し
、
主
体
的
、
能
動
的
に

活
動
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
対
応
で
き
る
よ
う
予
算
科
目
、
項
目
の
整

理
統
合
を
行
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
活
動
し
や
す
い
よ
う
に
消
耗
品
、

雑
費
の
経
費
を
事
前
に
支
給
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。 

◇
平
松
学
習
部
長 

 

「
講
座
に
出
席
し
て
良
か
っ
た
」
と
笑
顔

で
帰
っ
て
頂
け
る
よ
う
、
部
員
全
員
で
創
意

工
夫
を
し
、
そ
し
て
OB

会
員
皆
様
の
協
力

を
得
な
が
ら
ワ
ク
ワ
ク
感
の
あ
る
講
座
を

目
指
し
講
座
出
席
率
の
向
上
を
図
り
た
い

と
思
い
ま
す
。 

◇
米
山
研
修
部
長 

皆
さ
ん
が
「
感
動
し
」、「
喜
ん
で
」
い
た

だ
き
、「
親
睦
」「
き
ず
な
」
を
深
め
ら
れ
る

よ
う
な
研
修
旅
行
を
部
員
全
員
で
、
企
画
、

実
施
し
て
参
り
ま
す
。
日
帰
り
旅
行
を
、

9

月
と

11

月
に
一
泊
旅
行
を

3

月

に
実
施
い
た
し
ま
す
。 

一
泊
旅
行
の
宴
会
で
は
、
部
員
が
知
恵
を
出

し
、
皆
さ
ん
か
ら
も
ア
イ
デ
ア
を
頂
い
て
、

盛
り
上
が
り
と
、
参
画
感
の
持
て
る
よ
う
工

夫
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

旅
行
先
に
つ
い
て
は
皆
様
の
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
り
決
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

◇
住
谷
芸
能
部
長 

 

OB

会
の
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
趣

味
の
芸
能
発
表
会
」
は
四
半
世
紀
に
亘
り
伝

統
と
歴
史
を
継
承
し
新
天
地
で
の
初
め
て

の
「
発
表
会
」
と
な
り
ま
す
。
各
々
の
会
員
、

班
、
サ
ー
ク
ル
の
方
々
も
腕
に
磨
き
を
か
け

意
欲
も
高
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
日
頃
の
成
果
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
、

皆
さ
ん
と
素
敵
な
時
間
を
過
ご
せ
る
よ
う

に
楽
し
み
な
が
ら
役
目
を
は
た
せ
た
ら
嬉

し
い
で
す
。 

◇
栗
原
文
化
部
長 

 

758

名
の
会
員
が
A

班
、
B

班
に
分

か
れ
て
の
活
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。
少
し
で

も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
る
よ
う

な
機
関
紙
づ
く
り
に
努
め
た
い
と
思
い
ま

す
。
紙
面
に
一
人
で
も
多
く
の
方
に
ご
登
場

い
た
だ
き
ま
す
。
自
治
会
、
班
、
期
、
サ
ー

ク
ル
の
情
報
を
く
み
上
げ
て
い
き
ま
す
の

で
皆
様
の
投
稿
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

司
会 

つ
づ
い
て
、
新
た
に
取
組
む
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
お
願
い
し
ま
す
。 

◇
辻
会
計
部
長 

班
活
動
を
自
主
的
、
能
動
的
に
進
め
活
性

化
が
図
ら
れ
る
よ
う
［
班
活
動
費
」
を
新
た

に
設
定
し
ま
し
た
。 

校
名
変
更
に
伴
い
校
旗
・
幟
籏
・
印
刷
物

等
で
新
た
な
支
出
も
あ
り
繰
越
金
が
減
少

し
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
講
座
、
芸
能
祭

と
も
ホ
ー
ル
使
用
料
が
免
除
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
大
き
な
支
障
も
な
く
予
算
編
成
が

で
き
ま
し
た
。 

広
島
市
老
人
大
学
院 

Ｏ
Ｂ
会
ニ
ュ
ー
ス 
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◇
平
松
学
習
部
長 

講
座
前
の

10

分
間
は
各
事
業
部
等
か

ら
大
切
な
連
絡
や
報
告
の
時
間
と
な
っ
て

い
ま
す
。
講
座
は
13

時
20

分
か
ら
始
ま

る
と
の
認
識
を
持
っ
て
頂
く
た
め
学
習
部

員
が
「
13

時
20

分
で
す
」「
お
静
か
に
」

の
カ
ー
ド
を
掲
げ
て
講
座
開
始
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。 

講
師
紹
介
の
時
に
は
講
師
を
選
ん
だ
理

由
を
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
講
座
の
途

中
に

10

分
程
度
の
休
憩
を
設
け
ス
ト
レ

ッ
チ
体
操
を
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。 

◇
米
山
研
修
部
長 

募
集
案
内
は
旅
行
社
に
お
願
い
し
、
カ
ラ

ー
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
又
、
募
集
案
内

を
研
修
部
員
が
各
班
の
受
付
で
直
接
皆
さ

ん
に
お
渡
し
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

今
年
度
の
検
討
課
題
と
し
て
、
日
帰
り
旅

行
、
１
回
分
を
大
学
、
大
学
院
の
時
と
同
様

に
、
各
班
で
野
外
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う

な
形
に
出
来
な
い
か
、
班
長
さ
ん
、
役
員
の

方
々
と
共
に
検
討
し
、
可
能
な
ら
来
年
度
か

ら
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

◇
栗
原
文
化
部
長 

 

OB

ニ
ュ
ー
ス
は
一
月
発
行
分
が
ち
ょ

う
ど
50

号
の
節
目
に
当
た
り
ま
す
。
何
か

記
念
に
な
る
記
事
を
企
画
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

司
会 

最
後
に
、
新
し
い
ホ
ー
ル
で
設
備
も

充
実
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
の
取
り
組

み
は
あ
り
ま
す
か
。 

◇
安
岡
総
務
部
長 

講
座
日
の
受
付
を
ホ
ー
ル
内
で
行
っ
て

い
ま
す
が
混
雑
し
支
障
を
き
た
し
て
い
ま

す
。
大
会
議
室
２
で
受
付
を
行
い
混
雑
の
緩

和
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

◇
米
山
研
修
部
長 

 

研
修
旅
行
を
広
く
知
っ
て
頂
く
た
め
、
旅

行
日
程
や
観
光
情
報
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

を
活
用
し
て
映
像
で
ご
案
内
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

◇
平
松
学
習
部
長 

会
場
内
へ
３
箇
所
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
班
の
座
席
表
示
や
各

事
業
部
か
ら
の
お
知
ら
せ
に
活
用
し
て
い

き
ま
す
。 

 会
場
の
準
備
、
復
元
作
業
で
の
お
願
い 

ホ
ー
ル
の
設
営
と
復
元
作
業
に
皆
様
の

ご
協
力
を
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

特
に
、
講
座
終
了
後
は
各
自
の
座
っ
た
椅
子

を
廊
下
側
へ
寄
せ
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

◇
住
谷
芸
能
部
長 

 

新
し
い
ホ
ー
ル
の
舞
台
は
以
前
の
舞
台

に
比
べ
て
狭
く
高
さ
も
低
く
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
控
室
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

舞
台
を
拡
げ
た
り
、
舞
台
の
前
を
活
用
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

更
衣
室
や
写
真
撮
影
等
の
部
屋
割
り
、
音
響
、

飾
り
つ
け
等
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
皆
さ
ん

と
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

◇
栗
原
文
化
部
長 

 

OB

ニ
ュ
ー
ス
の
発
行
の
狭
間
の
情
報

や
映
像
の
方
が
伝
わ
り
や
す
い
内
容
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
活
用
し
て
お
知
ら
せ
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

主
要
行
事
内
容 

 

総
務
部 

・
開
講
式
・
総
会 

 

・
各
種
会
議
（
班
長
連
絡
会
、
役
員
連
絡 

会
、
中
間
役
員
会
、
決
算
役
員
会
等
） 

・
各
種
懇
談
会
（
A

班
・
B

班 

合
同

懇
親
会
、
班
別
懇
親
会
） 

・
長
寿
者
表
彰
29

年
度
中
に
白
寿
・
米
寿 

を
迎
え
ら
れ
る
方
を
表
彰
。 

・
安
全
祈
願
祭
、
新
年
互
礼
会 

（
年
明
け
１
月
６
日
を
予
定) 

具
体
的
な
日
程
等
は
そ
の
都
度
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。 

 

研
修
部 

・
第
一
回
目
日
帰
り
旅
行  

【
日 

時
】
９
月
12

日
（
水
） 

【
行
き
先
】
山
口
県
美
祢
市
他 

 
 

秋
吉
台
サ
フ
ァ
リ
ラ
ン
ド
と
萩
明
倫
学
舎 

・
第
二
回
目
日
帰
り
旅
行  

【
日 

時
】
11

月
24

日
（
金
） 

【
行
き
先
】
愛
媛
県
新
居
浜
市
他 

 

東
洋
の
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
別
子
銅
山 

・
一
泊
旅
行 

【
日 

時
】
３
月
15

日
（
木
）
～
16

日

（
金
） 

【
行
き
先
】
10

月
に
全
会
員
の
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。 

・
旅
行
募
集
の
ご
案
内 

 

旅
行
催
行
日
の
二
か
月
前
の
講
座
日 

・
旅
行
申
込
み
受
付 

 

旅
行
催
行
日
の
一
か
月
前
の
講
座
日 

（
随
時
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。） 

芸
能
部 

・
出
演
申
込
み
締
切 

7

月
31

日(

月) 

・
芸
能
発
表
会  

 

9

月
３０

日(

土) 

 

・
班
別
の
コ
ー
ラ
ス
練
習
日 

 

A

班 

１
回
目 

８
月
２
日
（
水
） 

 
 

 
 

2

回
目 

９
月
６
日
（
水
） 

 

B

班 

１
回
目 

８
月
９
日
（
水
） 

2

回
目 

９
月
13

日
（
水
）

 

（
詳
細
は
６
ペ
ー
ジ
を
参
照
） 
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学
習
部 

・
平
和
公
園
一
斉
清
掃 

7

月
・
12

月 
・
赤
い
羽
根
共
同
募
金 

11

月 

 

文
化
部 

・
OB

会
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行 

(

三
回
発
行) 

・
き
ず
な
OB

の
発
行 

 
 

（
3

月
）

 

 

講 

座 

紹 

介 
 

 

 

今
年
度
は
講
座
内
容
の
選
定
理
由
と 

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

＊
６
月
度
講
座 

 

「
明
る
く
楽
し
い
救
急
法
」 

 

・
講
師 

山
縣
圭
子
（
日
本
赤
十
字
社
広
島

県
支
部
指
導
員
） 

 

何
か
に
付
け
て
危
険
率
の
高
い
年
代
の

私
達
で
す
。
事
故
防
止
や
い
ざ
と
い
う
時
の

応
急
手
当
な
ど
の
知
識
を
少
し
で
も
身
に

付
け
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。 

 

正
し
い
手
当
の
方
法
や
年
配
の
方
に
多

い
事
故
と
は
？
な
ど
を
明
る
く
、
楽
し
く
ク

イ
ズ
な
ど
を
交
え
て
指
導
し
て
頂
き
ま
す
。

 

＊
７
月
度
講
座 

 

「
カ
ー
プ
と
私
」 

・
講
師 

松
村
正
煕
（
◎
カ
ー
プ
と
市
民
球

場
は
み
ん
な
の
宝
物 

◎
カ
ー
プ
語
り

べ
の
会
） 

 

フ
ァ
ン
と
共
に
沢
山
の
苦
難
を
乗
り
越

え
て
来
た
広
島
の
宝
物
「
カ
ー
プ
」
の
試
合

に
一
喜
一
憂
し
て
い
る
私
達
で
す
が
・
・
今

年
も
精
一
杯
応
援
し
て
赤
く
！
熱
く
！
燃

え
る
よ
う
な
感
動
と
元
気
を
も
ら
い
ま
し

ょ
う
。 

 

二
つ
の
会
に
所
属
し
「
カ
ー
プ
」
を
側
面

か
ら
盛
り
上
げ
応
援
さ
れ
て
い
る
松
村
さ

ん
の
カ
ー
プ
愛
や
想
い
な
ど

を
ス
ト
レ
ー
ト
に

（
時
に
は
変
化
球

も
入
れ
て
）
語
っ
て

頂
き
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

当
日
は
、
カ
ー
プ
の
グ
ッ
ズ
を
身
に 

着
け
て
来
て
く
だ
さ
い
ネ 

 

＊
８
月
度
講
座 

 

ヴ
ィ
オ
ラ
演
奏
と
ト
ー
ク 

「
伝
え
よ
う
笑
顔
と
心
」 

・
講
師 

沖
田
孝
司
（
ヴ
ィ
オ
ラ
奏
者
） 

 

沖
田
さ
ん
の
心
に
染
み
る
美
し
い
ヴ
ィ

オ
ラ
の
音
色
と
ウ
イ
ッ
ト
に
富
ん
だ
ト
ー

ク
で
暑
い
夏
の
一
日
を
爽
や
か
に
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。 

 

「
伝
え
よ
う
笑
顔
と
心
」（
作
詞
作
曲
沖

田
孝
司
）
は
「
ひ
ろ
し
ま
さ
と
や
ま
未
来
博

2
0
1
7

（
H

29

・
３
～
11

）」
の
テ
ー

マ
ソ
ン
グ
で
す
。
手
話
を
交
え
な
が
ら
笑
顔

で
歌
い
ま
し
ょ
う
。
手
話
は
誰
に
で
も
す
ぐ

出
来
る
そ
う
で
す
よ
。 

＊
９
月
度
講
座 

 

下
水
道
出
前
講
座
（
基
本
編
・
地
震
対
策
・

土
砂
災
害
） 

・
講
師 

池
庄
司
幸
臣
・
長
沼
弥
生
・ 

山
本
公
子
（
広
島
市
下
水
道
局
）

 

 

雨
水
・
汚
水
と
記
さ
れ
た
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋

を
普
段
、
風
景
の
一
部
と
し
て
目
に
し
て
い

ま
す
が
、
大
地
震
や
梅
雨
、
台
風
シ
ー
ズ
ン

の
大
雨
洪
水
と
も
な
れ
ば
大
切
な
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
一
つ
で
あ
る
下
水
道
。
大
変
心
配

に
な
り
ま
す
よ
ね
！ 

 

マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
を
開
け
て
も
ら
っ
て
中

を
ち
ょ
っ
と
見
学
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

下
水
道
の
役
割
や
仕
組
み
、
地
震
や
災
害
時

に
お
け
る
取
り
組
み
等
を
分
か
り
や
す
く

説
明
。
又
骨
休
め
に
サ
プ
ラ
イ
ズ
も
ご
用
意

と
か
・
・
お
楽
し
み
に
！ 

＊
10

月
度
講
座 

 

温
泉
の
上
手
な
愉
し
み
方
～
心
と
体
に

効
く
温
泉
～ 

・
講
師 

山
崎
勇
三
（
健
康
デ
ザ
イ
ン
研
究

所
代
表
） 

 
10

月
は
、
山
々
も
紅
葉
し
旅
行
に
最
適

な
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
国
内
旅
行
と
い
え
ば
、

温
泉
は
絶
対
に
は
ず
せ
な
い
目
的
地
の
一

つ
で
す
ね
・
・
せ
っ
か
く
入
浴
す
る
な
ら
、

心
身
共
に
癒
さ
れ
る
よ
う
上
手
な
愉
し
み

方
を
教
え
て
頂
き
ま
し
ょ
う
。
自
分
に
合
っ

た
温
泉
が
見
つ
か
れ
ば
良
い
で
す
ね
。
温
泉

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ら
で
は
の
見
方
で
高
齢

者
向
け
温
泉
の
愉
し
み
方
を
伝
授
。
又
全
国

を
旅
し
て
訪
ね
た

「
秘
湯
・
名
湯
」
の

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

を
紹
介
。 

   

 

顔
写
真
を
入
れ
て
役
員
の

皆
さ
ん
を
紹
介
い
た
し
ま

し
た
。
少
し
で
も
身
近
に

感
じ
て
頂
き
OB

会
活
動

が
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ば
幸

い
で
す
。 

会
長
提
唱
の
A

・
T

・
M

を
実
践
し
、

各
事
業
部
の
新
た
な
取
り
組
み
や
創
意
工

夫
を
進
め
て
・
・
・
ど
ん
な
OB

会
に
な
る

か
楽
し
み
で
す
。
次
号
は
各
班
の
活
動
計
画

や
特
色
等
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。 

こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
、
こ
ん
な
素
晴

ら
し
い
人
が
い
る
、
と
い
っ
た
楽
し
い
原
稿

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

文
化
部
部
員
一
同 

 

編集後記 
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    コーラス練習日程及び部屋割り表     　　（注） A（ステージ付）・B・Cはホール名

班別 ８月２日（水） ９月６日（水） 班別

A C A 会議室１又はB

3：15～5:00 3：15～5:00 3：15～4：05 4：10～5:00

C A 会議室１又はB A

3：15～5:00 3：15～5:00 3：15～4：05 4：10～5:00

A 会議室１又はB

3：15～4：05 4：10～5:00

会議室１又はB A

3：15～4：05 4：10～5:00

＊講座終了後、各部屋の復元作業が終った後、コーラス練習に取り掛かってください。

＊コーラス練習後は、整理整頓と施錠、使用報告書及びカギの返却をお願いします。

　高齢者いきいき活動ポイント制度の概要

　　高齢者が地域のボランティアや健康増進を図る活動に参加し、元気で地域の支え手として活躍し、介護を必要と

　しない高齢者が増えることを目的に新たな制度が導入されます。

　　制度の概要を掲載しますので、積極的に活動に参加するとともに、各グループの登録を行う参考としてください。

　　７０歳以上の高齢者が社会活動に参加しポイントを獲得すれば、ポイント数に応じて給付金が支給されます。

◇誰　に　　　　　　・９月１日現在広島市内に在住する７０歳以上の高齢者（所得制限なし）

◇どうすれば　　　・ポイント制度に登録しているグループの下記の活動に参加する。

この制度に登録しているグループの活動に参加することがポイントです。（活動内容は主要なもののみです）

①ボランティア（４P）　　・介護施設、保育園、各種福祉施設、医療機関での掃除、洗濯、交通整理等の支援活動。

　　 手話、点訳、外出の付き添い介助。福祉施設での世話人等。

②健康診査等（２P）　　・健康診査。がん検診。被爆者検診を受診する。

　　　・地域団体等での活動・町内会、老人クラブ、社会福祉協議会等の見守り、施設慰問、清掃活動等。

③健康づくり（１P）　　・グループが行うスポーツ、フィットネスクラブやカルチャースクールへの参加。　

　　　　　　　　　　　　高齢者が行うグランドゴルフ、ゲートボールへの参加。地域の交流サロン等への参加。

◇どのように　　・ポイント制度に登録しているグループの活動に参加すれば①のボランティアは４ポイント、

　　  　　　②の健康診査等・地域団体等での活動は２ポイント、　③の健康づくりは１ポイントが付与される。

　　　　　・登録したグループの責任者が活動に参加した都度「スタンプ」を各自に交付された「ポイント手帳」に

　　　　　　押印する。（上記の①、②、③の区分ごとに一日一回まで）

   ◇給　付は　　・毎年９/１～８/３１ の間に取得したポイント数×１００円が給付される。（最高額は10,000円）

　　　　・現在の交通機関利用助成制度は支給額3,000円を限度に現制度で継続利用ができる。

　　　 　ただし、この制度を利用したものはポイント制度の最高額は７,０００円となる。（合計で最高額は10,000円）

◇詳しくは「広島市のホームページ」をご覧ください。区役所の健康長寿課、各包括支援センターに冊子が置いてあります。

　　　　・８月以降対象者へのお知らせとポイント手帳が送付されます。

８月９日（水） ９月１３日（水）

会議室２

3：15～5:00

C

3：15～5:00

５班

3：15～5:00

部屋割りは、会議室１及び２が
確保できた場合の部屋割りです

１・３班

２・４班 ６班

７班

８班

C

3：15～5:00

会議室２


